





























代建築であり， 19 年 6 月始めに着工し， 8 月 31
日に完成した（徳島県教育委員会編， 207) 0 ドイ
ツ兵らはこのほか，隣接する鳴門市大麻の大麻比古
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所在地 地名 石造物名 年号 西暦 岩質 風化程度 原材料
大麻比古神社 鳴門市大麻町 常夜灯 寛政六年 1794 砂岩 比較的新鮮 切り出し石材
ドイツ橋・ 大正六～九年 197 ～ 
砂岩 河床磯＋切り大麻比古神社 鳴門市大麻町 （ごく 一部に 比較的新鮮めがね橋 1920 出し石材花両岩）
ドイツ村公園 鳴門市大麻町 ドイツ兵の 大正六～九年 197 ～ 砂岩＋花両岩 南西の柱に 切り出し石材慰霊碑 1920 開口亀裂
丹生神社 鳴門市撫養町木津 狛犬 大正十三年
丹生神社 鳴門市撫養町木津 常夜灯 昭和四年
丹生神社 鳴門市撫養町木津改築記念碑 大正十一年










1924 砂岩 比較的新鮮 切り出し石材
192 砂岩 一部に剥離 切り出し石材
192 花両岩 比較的新鮮 切り出し石材
196 砂岩 比較的新鮮 切り出し石材
年号が刻まれた撫養石製の石造物が複数現存するこ
とを確認した。












































内にあり，板東谷川の河床からの比高が 5 m 程度
の低位段丘面（標高約 45m ）に位置しており，幅







































きている（朽津・山田， 20 ；朽津ほか， 205 ；朽
津， 201 ）。測定に用いた色彩計は，コニカミノル
タ製 SPAD-503 （測定窓の直径 8mm ）であり，石
材表面に色彩計を押し当てて測定する直接測定を
行った。得られた色彩値は L *a V 表色法で表した。
L＊値は明暗の指標であり Oが黒 10 が白を表すo
f は正が赤，負が緑を， V は正が黄，負が青を，
それぞれ表す。岩石が化学的に風化すると，一般に 々


















のない砂岩の L＊値は 30 台であるが，剥離部分では
5 程度と白色が強いo f 値と b＊値には， 日射・剥
離の有無による有意の差は認められない。直達日射
のない北面では， L＊値はいずれも 30 台であり， a＊値・
写真 5 ドイツ橋南面基準点（右端）からの測線設置状況
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表 2 ドイツ橋南面の色彩測定結果
測定場所 回数 L 水 f b * 備考
① 37.1 0.7 9.4 
基準点 ② 35.7 1.1 9.8 
+60cm ③ 36.3 1.0 10.5 
二段下 平均 36.4 0.9 9.9 
① 39.0 0.2 9.7 
基準点 ② 34.0 0.5 7.3 
＋一24 九0cm ③ 39.9 0.7 7.6 
二段下 平均 37.6 0.3 8.2 
① 3.0 0.4 10.4 
基準点 ② 37.0 0.9 10.9 日射あり
＋一34 九0cm ③ 39.0 0.3 9.9 
二段下 平均 36.3 0.5 10. 4 
① 3.0 1.5 8.8 
基準点 ② 32.0 1.7 9.1 日射あり
+40cm ③ 34.0 -0.6 9.8 
四段下 平均 3.0 0.9 9.2 
① 2.5 1.0 15.7 
基準点 ② 30.7 0.8 9.0 日射あり
ドイツ橋 +60cm ③ 37.4 3.4 13.7 
（南面） 二段下 平均 30.2 1.7 128 
① 54.9 -1.3 9.7 
基準点 ② 54.5 0.6 7.1 日射あり
+690cm ③ 57.6 0.0 7.3 剥離面
四段下 平均 5.7 -0.2 8.0 
① 29.7 1.5 7.9 
基準点 ② 29.3 1.5 9.6 
+720cm ③ 27.7 1.4 4.6 
二段下 平均 28.9 1.5 7.4 
① 56.7 1.2 12.8 
基準点 ② 57.9 -1.3 9.7 剥離面
+75 九0cm ③ 56.1 -0.4 10.8 
二段下 平均 56.9 -1.0 1.1 
① 36.8 1.0 10.6 
基準点 ② 34.6 1.0 9.1 
+80cm ③ 25.9 0.8 9.0 
一段下
平均 ｝1 Q/)_ g~ 
全平均 38.6 0.6 9.6 
表 3 ドイツ橋北面の色彩測定結果
測定場所 ｜回数 IL * I a* I b* I 備考
① 36.2 1.1 1.2 
基準点 ② 37.2 -1.0 1.8 
+150cm 
③ 38.2 -0.4 12.7 二段下
平均 37.2 -0.1 1.9 
① 30.3 0.0 12.3 
基準点 ② 31.6 -0.6 14.1 
+30cm 
③ 3.6 -0.6 14.2 二段下
平均 31.8 -0.4 13.5 
ドイツ橋 ① 3.5 -0.1 1.0 （北面） 基準点 ② 3.2 -1.4 1.5 割れあり+650cm 
③ 35.8 -0.8 12.9 磯岩五段下
平均 34.2 -0.8 1.8 
① 3.8 0.8 10.9 
基準点 ② 3.2 -0.1 1.4 
+810cm 
③ 31.5 1.3 10.7 二段下
平均 32.8 0.7 1.0 




測定場所 回数 L* 荷台 b* 備考a 
① 32.3 0.4 10.2 
1段 目
② 31.0 -2.0 1.7 
③ 29.6 一0.4 8.5 
平均 31.0 －α7 lαl 
① 34.3 0.9 13.7 
2段目
② 31.5 0.8 11.1 
③ 3.9 2.0 1.9 
平均 3.2 0.6 12.2 
① 3.0 -0.3 13.7 
3段 目
② 37.4 -0.2 12.6 
③ 37.8 -0.8 13.8 
平均 36.1 -0.4 134 
① 41.5 0.3 10.6 
4段 目
② 37.3 0.9 10.5 
③ 39.2 0.1 10.1 
平均 39.3 企2 10.4 
① 36.6 -0.7 1.9 
5段目
② 36.4 -0.6 1.0 
③ 36.2 0.3 10.1
平均 36.4 -0.5 1.0 
① 30.8 -0.3 9.9 
ドイツ橋 6段 目
② 32.4 -0.5 9.7 
内壁南 ③ 3.7 -0.3 9.7 
平均 32.3 -0.4 9.8 
① 35.3 0.1 10.4 
7段目
② 43.3 0.8 10.3 
③ 35.7 -0.2 11.1 
平均 38.1 0.2 10.6 
① 41.7 0.5 12.6 




平均 41.3 -0.9 1.9 
未測定
① 45.7 1.5 15.9 




平均 435 1.1 14.0 
未測定
① 42.5 -1.9 14.4 
11 段 目
② 41.4 1.1 13.1 
③ 37.3 -2.6 1.7 
平均 40.4 -1.1 13.1 
① 34.6 -1.1 8.1 
12 段目
② 38.8 -0.6 10.3 
③ 31.5 -0 .2 8.4 
平均 35.0 -0.6 8.9 
全平均
守’ E ・ー，－－ー











測定場所 回数 L* 
調匙 b* 備考a 
① 3.7 -0.5 8.9 
1段 目
② 25.5 -0.3 7.2 
③ 28.2 -0.7 8.3 
平均 29 .1 -0.5 81 
① 32 .6 0.2 10 .6 
2段目
② 35.2 -1.3 9.2 
③ 31.6 -1.2 10 .3 
平均 3.1 -0.8 JO 
① 39 .2 0.2 12.8 
3段目
② 36 .6 0.0 13.2 3 回目は
③ 未測定
平均 37.9 0.1 130 
① 39.1 -2.0 8.8 
4段目
② 38.0 -1.2 7.2 
③ 41.5 -0.8 10.6 
平均 39.5 -1.3 89 
① 50.2 1.7 14.9 
5段目
② 41.2 2.3 14.4 
花両岩
③ 43.1 0.9 14.3 
平均 4.8 1.6 14.5 
① 41.9 -0.6 10.9 
6段 目
② 37.6 0.2 10.7 
③ 40.8 -2.0 13.0 
平均 40.1 -0.8 1.5 
ドイツ橋
① 38.3 0.4 10.0 
② 40.1 0.3 10.3 内壁北 7段目
③ 40.3 0.5 10.3 
平均 39 .6 0.4 10.2 
① 37.2 1.8 12.3 
8段 目
② 3.8 1.3 9.4 
疎岩
③ 36.2 0.6 8.0 
平均 35.7 1.2 9.9 
① 37.3 -0.2 8.3 
9段目
② 38.3 -0.2 9.8 
③ 34.7 0.1 8.7 
平均 36.8 -0.1 89 
① 42.3 0.5 8.5 
10 段目
② 4.0 0.2 8.5 
③ 41.9 0.4 9.3 
平均 42.7 0.4 88 
① 31.6 -0.2 5.9 
1 段 目
② 34.9 0.3 8.2 
③ 34 .0 0.1 8.4 
平均 3.5 0.1 7.5 
① 
12 段 目 ② 測定不可
③ 
① 37.0 -0.4 1.4 
13 段目
② 34.3 -0.1 9.3 
③ 35 .5 1.0 13.2 
平均 35.6 0.2 1.3 






司k b* 備考a 
上 47.4 0.1 8.5 
中 38.7 0.4 8.2 
日射あり，
南西の柱 下 4.6 -0.5 -1.2 剥離発達
剥離 57.3 -0.8 6.0 
平均 46.9 -0.3 4.3 
上 38.1 -0.7 3.8 
北西の柱
中 35.7 1.1 7.5 日射あり
下 28.4 1.9 4.3 
ドイツ兵 平均 34.1 0.8 5.2 
慰霊碑 上 43.9 1.3 10.1 
北東の柱
中 32.2 1.1 1.8 
下 39.2 1.8 13.0 
平均 38.4 1.4 1.6 
上 41.1 -0.9 8.3 
南東の柱
中 36.5 -0.2 8.6 
下 41.3 -0.9 12.2 
平均 39 .6 －α7 9.7 
- －－－－－－－－－－－－－－－ー ．ー．
全平均 38.9 0.4 7.9 
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